
(これには普通ポイソ ト と帽子形ポイ γ ト がある) ， 鈍端(どん

たん)ポイン ト ，乗越ポイント ， 脱線ポイ γ ト 3 校ポイソト

およひ.仇i機式ポイントに大別される。また材質から分類する と

骨量E レーノレを加工したポイン ト とマンガンポイ γ トにわかれる。

図4 は普通レ ー ルをtJ I1工 した尖端ポイ γ ト である。先端がとが

っているのでこの名がある。 尖端ポイ ソトはもっとも多く 使用

され， 各国ともほとんどこ のタイプである。図ー7 に示すような

断面の帽子形レール(帽子の形をしているのでこの名がある)を

加工して， 先端をとがら したト Yグレーノレを使用しているもの

を帽子形ポイ ン ト としづ。帽子形ポイ γ トを使用した分岐器を

帽子形分岐器ということがある。普通レールをtJ日工したレ ー ノレ

に比し倹強度が大である。また帽子形ポイントは図 8 に示すよ

うに ト ゾグレーんと基本レー ノレの頭部が水平で・あるため車両の

動俸が少ない。 これに反して曽通ポイントは図-9 のようにト

γ グレ ールが基本レ ー ノレより高くなっているため車両動帰が大

きい欠点がある。1Il1;fiI 30 年に作られた新形ポイ γ トは普通 レ

ー ノレを iJ I1工した ト γ グレ ー ノレを使用し， ト γ グレーノレ上聞は基

本レ ール上聞と水平である。

鈍端ポイントは， 図 10 および写真 2 に示すような 4 レ ー ノレ

式のものと， 図ー11 のような 2 レ ーノレ式のものとがある。尖端

ポイソトのトングレールは見かけ上先端が細いので弱く見える

から，その欠点をなくするために考えられたものが鈍端ポイン

ト であって， ト ソグレ ー ノレはレ ーノレの全断面をそのまま用いて

いる。前端継目部が弱く保守上， 運転上極々欠点があるので現

在は使用されていない。

乗越ポイ ン ト は分l妓線側だけにポイントを用い，本線側は一

般軌道と同じ普通レー ノレを使用したポイントである。写真一3 に

示すように片muは普通ポイントのトングレールを使用し， 片側u

は本線レーノレの上に重なる乗車Z レールを使用したものである。

この乗越ポイントに使用するクロッシングは梁越クロッシγグ

である。来越ポイ γ トを使用すると ， 基本線側はポイソトのも

つ欠点はなくなるが，分岐線に入るには，本線レーノレを乗越さ

なければならないから， 普通ポイゾトを使用した場合よりも惑

い状態になる。現在は安全側線の分岐穏に使用している。

脱線ポイ ン ト は図ー 12 に示すように車両を脱線させるための

ポイントであって，クロッシングはない。

3 枝 (さんし) ポイ ン ト はスリースロー ともいう。写真一4 のよ

うに l 箇所から 2 本の分岐線を出す場合に使用する三枝分岐器

用のポイ γ ト である。 ト ングレーノレは左 ßIlJ ， 右ß!IJ とも 2 本がほ

とんど l 箇所に集中しているので，普通 レ ーノレで作ったトング

レ ーノレを用いると虚弱である。写真-4 は高マ Y ガY鋼製の三枝

ポイン ト であって欠陥は少なく，実用化され， 操車場の仕分線

に使用されている。

ポイントはその構造上分岐線削IJに図ー 13 に示すような入射角

を有する。 入射角 とは分岐線がポイ Y ト前端において基準線と

なす角度を L 、う。入射角は列車運転に大きな影響を与えるもの

で， 分岐線に進入する車両はこの入射角により方向を変えられ

る。したがって入射角は小さいほどよい。高番数の分岐擦は リ

ー ド曲線半径も大きくなり ， ポイン ト の入射角も小さいものを

使用している。入射角が小さい とト ング レーノレの長さは長くな

る。またトソグレ ールを曲線にすることによって入射角を小さ

くすることができる。帽子形ポイントのトングレーノレは i曲線てー

ある。直線の ト ングレ ー ノレは右分岐器， 左分岐禄にも娠替が可

能で， トングレールの予備品が少なくてすむ利点はあるが， 同

じ長さの illl線のトングレーノレにくらべて入射角が大きいので高

速述転には適しなL、。最近 (昭和 30) に作られた新形ポイ Y ト

ポイ ン 卜

14 弱11幾ポ4γ トのトングレール

15 路面軌道周マンガンポ イ ント

には入射角がない。

弾様式ポイ ントは， 図-14 のように ト ングレ ー ルの一部の底

部綴を小さくして横に雌i り易くし，後端継目は固定の継目様式

にしたポイントであって， トングレー ノレが長L 、から ロ ン グポイ

ン ト ともいう。

ポイ γ トは一般にト γグレーノレの長さをもって区別を表わし

ている。 4m ポイ γ トといえば長さが 4m のトングレー ルを使

用していることを示す。 ト Y グレ ー ノレの長さは分岐総の替数に

応じていろいろある。

マ ン ガンポイ ント は， 高マゾガン鋳鋼の ト ソグレー ルまたは

トングレ ーノレ，基本レーノレともに高マンガソ鋳鋼を使用したポ

イントをし、う。 トソグレー ルは先が細くとがっているので摩耗

し易< ， 欠け易い。こ の欠点をなくするために作られたのがこ

のマンガンポイントである。路面軌道のポイントに多く使用さ

れている(図 15)。国鉄では三校ポイン ト に使用し優秀な成総

を収めているがまだ一般化していなL、。このほかト γグレ ール

の先端部約 1m を高7 ンガソ鋼にしたものがあるが国鉄では使

用していない。

っき.に私鉄のみに使用されている特殊のポイソトについて説

明する。

l 八木式電磁ポイント 大正年代より市内電車の分岐箇所

に使用されたもので，八木と しづ人が発明 した も のである。電

車線電圧と問機直流 600V を使用 し，内部構造は図ー 16 のとお

りで 2 個の線輸があり ， 右の方の線輸を励磁すれば中のプラ

γジャーは右の方へ，左の線輸を励磁すれば左へフ.ランジャ ー

が吸込まれる。結線図は図 17 に示すとおりで，信号係員が操

作ハンドルを下

の方へ押下げる

と， 胞の方の線

輸が励磁されポ

ィ γ トは反位に

転換され， 操作

ハ γ ド ノレを上方

へ持って行けば

直の総輸が励磁

されるから元へ

もどる固この式

の欠点は (1) 

16. 八木式ポイント内部構造図
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